


シリーズ一一一富山を歩く⑦

一大品山・白樺平自然歩道一

立
山
山
麓

一
帯
は
、
近
年
ス
キ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

や
テ
ニ
ス

プ
な
ど

ス
ポ
ー
ツ

・レ

ク
リ
ェ

l

シ
ョ
ン
の
基
地
と
し
て
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
大
品
山
・

白
樺
平
自
然

歩
道
も
、
雄
大
な
立
山
連
峰
を
眺
望

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
の
山
麓
駅
。

赤
、
青
、
緑
と
カ
ラ
フ
ル
な
ゴ
ン
ド

一
気
に
標
高

で
き
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス
と
し
て

作
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
、

こ
の
コ

l
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は

千
百
八
十
八

M
の
山
頂
駅
に
上
り
ま

す
。
こ
こ
は
東
西
南
北
、

三

百
六
十
度
の
大
パ

ノ
ラ
マ
展

望
台
。
な
ん
と
立
山
ケ
ー
ブ

ル
の
美
女
平
駅
が
足
下
に
見

え
る
の
で
す
。

キャンプもできる白樺平

目
の
前
に
し
て

す
。極

楽
坂
山
か
ら
三
十
分
程
で
林
道

道
は
ゆ
っ
く
り
登

り
坂
で
す
。
千
三

に
出
会
い
ま
す
。
こ
の
先
に
あ
る
白

百
十
日
日
の
瀬
戸
蔵

山
を
越
え
る
と
、

樺
平
は
県
内
で
も
数
少
な
い
白
樺
の

自
生
地
で
す
。
白
い
木
肌
と
黄
色
い

山頂駅でひと休み

右
手
に
有
峰
湖
が

光
っ
て
み
え
ま
す
。

す
が
す
が
し
い
所
で

葉
が
輝
い
て
、

す
。ゴ

ン
ド
ラ
山
麓
駅
か
ら
終
点
の
亀

ブ
ナ
や
ダ
ケ
カ
ン

で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

谷
温
泉
ま
で
約
五
時
間
、
家
族
連
れ

バ
な
ど
亜
高
山
帯

の
樹
木
も
増
え
て

き
て
、
い
よ
い
よ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の
み
な

さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
た
写
真
と

原
稿
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

-
送
伯
先
干
叩
富
山
市
新
総
曲
輪
一

番
七
号
県
広
報
課

「あ
な
た
の
ふ

る
さ
と
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
」
係

か
ら
こ
の
周
辺
は
紅
葉
の
ま
っ

盛
り
、
少
々
肌
寒
く
は
あ
り
ま

す
が
、
歩
い
た
あ
と
は
か
え
っ

て
風
が
気
持
ち
良
い
く
ら
い
で

す
。き

て

一
休
み
し
た
ら
、
今
来

た
道
を
も
ど
っ
て
、
極
楽
坂
山

に
向
い
ま
し
ょ
う
。
道
は
ず
っ

大
品
山
山
頂

(標

高
千
四
百
四

M

に
着
い
た
よ
う
で

す
。十

月
中
旬

山
頂
駅
か
ら
尾
根
沿
い
に

と
下
り
で
す
。
右
手
に
は
冬
の

ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
、
粟
巣
野
、

ゴ
ン
ド
ラ
、
極
楽
坂
の
立
山
山

東
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
白
く

雪
を
か
ぶ
っ
た
立
山
連
峰
を

麓
ス
キ
l
場
が
展
開
し
て
い
ま

虚主
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みんなでつくろう

こ
の
た
び
引
き
続
き
二
期
目
の
県
政
を

担
当
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日本一の

私
は
、

二
期
日
の
県
政
を
進
め
て
い
く

ふるさと

に
あ
た
り
、
次
の
三
点
を
基
本
と
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
「
県
民
本
位
の
県
政
」
の
推
進

で
す
。

私
は
、
「
県
政
の
主
人
公
は
県
民
で
あ
る
」

こ
と
を
信
念
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
県
政
の
す
み
ず
み
ま
で
温
か
い
心

の
ゆ
き
わ
た
っ
た
、
真
に
県
民
の
た
め
の

県
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
点
は
、
「
県
民
に
聞
か
れ
た
県
政
」

の
展
開
で
す
。

」
れ
ま
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
意
見

ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
で
き
る
限
り

県
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
県
民
の
皆
さ
ん
が
県
政
に
参
加
す
る
機

会
を
さ
ら
に
増
や
し
、
県
民
に
よ
る
県
政

を

一
段
と
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
点
は
、
「
計
画
県
政
」

の
推
進
で
す
。

激
動
と
混
迷
の
時
代
と
か
、
不
確
実
性

の
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、
未
来
を
展
望

し
、
先
見
性
に
満
ち
た
計
画
県
政
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
富

山
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、
効
率
の
よ
い
県

政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
以
上
の
三
点
を
県
政
運
営
の
基
本

姿
勢
と
し
、
「
活
力
に
あ
ふ
れ
、
温
か
い
心

に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
l

富
山
県
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
、

手
と
手
を
結
び
あ
い
、

十

一
世
紀
に
向

け
て
、
「
日
本

の
健
廉

・
ス
ポ
ー
ツ
の
県
」
、

f 
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さわやかグリー ンのびのび広場 5 

日本ーの健康県をめざして 6~8 

負担が軽くなりました (退職者医療)一一一一-9~11 
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黒部川 ・鮭遡上

11月号

く

じ

も

「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
」
、
「
日
本

一
の
科

学

・
文
化
の
県
」

ャ
レ
ン
日ン
1
レ、

の
三

つ
の
日
本

一
に
チ

日
本
を
代
表
す
る
素
晴
ら
し

い
富
山
県
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
県
守
つ
く
り
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
「
人
づ
く
り
」
「
郷
土
づ
く
り
」

「産
業
守つ
く
り
」
の
三
つ
を
柱
と
し
て
、

す
。

次
の
よ
う
な
重
点
政
策
を
進
め
て
い
き
ま

二
千
年
国
体
の
誘
致
に
向
け
て
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
、
お
年
寄
り
ゃ
若
者
、

婦
人
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
、
魅
力

4 

あ
る
新
し
い
大
学
や
県
民
博
物
館
の
建
設

北
陸
新
幹
線
の
着
工
と
道
路
網
、
情
報
通

信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
雪
や
災
害
に

強
く
、
豊
か
な
花
と
緑
に
固
ま
れ
た
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
た
く

ま
し
い
農
林
水
産
業
を
振
興
す
る
と
と
も

に
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
を
核
と
す
る
技

術
立
県
、
「
い
き
い
き
富
山
L

観
光
開
発

中
小
企
業
の
振
興
、
勤
労
者
福
祉
の
充
実

等
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



Jレ

凶J
苅.

富
山
産
業
展
示
館
に
、
富
山
の
特

産
物
を
集
め
て
聞
か
れ
た
「
第

一
回

特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
例
年
行
わ
れ

て
い
た
、
「
富
山
県
農
林
漁
業
祭
、
富

山
県
米
ま
つ
り
、
富
山
県
山
村
特
産

2 

品
ま
つ
り
L

を
統
合
し
拡
大
さ
せ
た

実
り
の
秋
の
ピ
ッ
ク

・
イ
ベ
ン
ト
で

す
。富

山
県
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と

豊
か
な
知
恵
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

味
と
香
り
、
み
が
か
れ
た
技
と
伝
統

に
培
わ
れ
た
工
芸
品
、
工
業
製
品
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
産
物
を
、
富
山
県
を
代
表

す
る
特
産
品
に
育
て
、
日
本

一
の

「
特
産
王
国
」
を
つ
く
ろ
う
と
、
昨

年
度
か
ら
行
政
と
関
係
業
界
が

一
体

化
し
て
、
様
々
な
事
業
を
行

っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
特
産
王
国
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
産
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
六
十
二
品
目
。
農
林
水
産

物
で
四
十
三
、
工
芸
品
、
工
業
製
品

で
十
九
で
す
。

さ
て
十
月

11 
σ〉

一一
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
フ
エ

ス
テ
ィ
パ
ル
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
も

っ
と
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
、
特

産
王
国
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
の

一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

期
間
中
、
約
十
万
人
も
の
県
民
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
、
広
い
テ
ク
ノ
ホ
l

グコ /レ
H匙も
わ ー
い時
とは
な身
り動
ま き
しも
たと
。 れ

な

干呈

白
菜
、
大
根
、
イ
モ
類
な
ど
の
秋

3 

野
菜
、
富
山
湾
の
キ
ト
キ
ト
の
魚
介

類
、
香
り
高
い
山
の
幸
な
ど
、
新
鮮

で
値
段
も
安
い
と
あ
っ
て
、
用
意
し

た
商
品
は
ア
ッ
と
い
う
聞
に
売
り
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
庄
川
挽
物
や
手
す
き
和
紙

な
ど
の
伝
統
工
芸
品
の
製
作
実
演
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
多
く
の
入
場

者
が
見
守
る
な
か
、
巧
み
な
技
で
、

次
々
と
製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
力
で
特
産
を
育
て

全
国
に
誇
れ
る
「
特
産
王
国
と
や
ま」

を
つ
く
り
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。



ー
ツ
とス

コ
ー
ト
オ
ー
ブ
ン

かグ

十
月
八
日
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

た
。

オ
ー
プ
ン
し
ま
し

全
天
候
型
の
硬
式
用
コ

l
ト
が
七
面
、

壁
打
練
習
用
コ
ー
ト
が
二
面
あ
り
ま
す
。

森
に
固
ま
れ
て

オ
ゾ
ン

一
杯
の
コ

l

卜
。
森
林
浴
を
し
な
が
ら

テ
ニ
ス
で
汗

を
流
そ
う
と
い
う
、

健
康
度
最
高
の
コ

l

ト
で
す
。

4 

利
用
料
金
は
、
半
日

一
般
百
円
、
学

生
七
十
円

た
だ
し
試
合
な
ど
で
専
用

さ
れ
る
場
合
は

一
日
千
五
百
円
と
な
り

ま
す
。)
あ
な
た
も
テ
ニ
ス
ホ
リ
デ
イ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
l

ン
に
は

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

フ
ァ
ミ
け
ノ

ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
な
ど
、
魅
力
が

一
杯
。
秋
の

一
日

太
閉
山
ラ
ン
ド
で

ゆ
っ
く
り
お
す
ご
し

:
L
、‘
コ

く
た
さ
し

4

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
は
県
民
公

同
太
閤
山
ラ
ン
ド

8
0
七
六
六
(
五
六

六

一一

ムハ

~ 。

皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
、

ま
た

一
つ

で
き
ま
し
た
。
十
月
六
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
常
願
寺
川
公
園
で
す
。

こ
の
公
園
は
、

一
級
河
川
常
願
寺
川
の
右
岸
に
あ
り
、
河
川
整
備

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
新
堤
防
と
旧
堤
防
の
聞
の
河
川
敷
地
に
、

県
が

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
都
市
公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

全
体
の
完
成
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
約
十

四
ち
が

一
般
に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
芝
生
ひ
ろ
ば

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

J
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
の

場
に
利
用
で
き
る
広
々
と
し
た
緑
の
空
間

.
わ
ん
ぱ
く
ひ
ろ
ば

子
供
た
ち
が
自
分
で
遊
ぴ
を
創
造
で
き
る
広
場
。
木
材
等
を
組
み

合
わ
せ
た
巨
大
遊
具
や
動
く
小
型
遊
具
が
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

-
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

l
ス

5 

旧
堤
防
の
桜
並
木
の
間
を
抜
け
、
公
園
千
二

周
す
る
こ
キ
ロ
灯
の

コ
ー
ス
。

そ
の
他
に
野
球
ひ
ろ
ば
、
馬
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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国国国園
午前9時~午後5時

な6・ 5~8月は午前5時

から早朝利用できます。

野球ひろばと芝生ひろば

は占用される場合、次の

料金が必要です。

一般 1日一 3.000円

半日 "'1.500円
1日一 1.500円

半日一 800円
年来年始及び毎週火曜日

占用される場合 、早朝利

用される場合は 、必ず事

前に申し込んでください0

.問い合わせ・申し込み先

富山県常願寺川公園公園

センタ一(雷0764(@)2034)
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学生

-占用料金

-休園日

・申込み

-開園時間
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祝祭日 曜日 休診日

時療.診

地
下

一
階
、
地
上
五
階
、
延

一
万

二
千
平
方
日
余
の
病
院
に
は
、
障
害

の
種
類
や
程
度
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

医
師
、
看
護
婦
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
専
門

職
員
が
チ

l
ム
を
編
成
し
て
治
療
と

訓
練
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
現
在
九
十
名
で
す
が

予
防
医
学
、
治
療
医
学
に
対
し
て
第
三
の
医
学
と
も
呼
ば
れ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
専
門
病
院
が
、
+
月
一
日
に
開
院
し
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

「再
び
適
し
た
者
に
す
る
」
と
い
う
意

昧
で
、
失
わ
れ
た
肉
体
的
機
能
な
ど
を
、
身
体
的
、
心
理
的
、
職
業
的
、

社
会
的
に
最
大
限
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

近
年
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
身
体
障
害
者
が
増
加
し
、
ま
た

そ
の
障
害
も
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
従
っ
て
県
民
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
こ

l
ズ
も
、
多
様
化
、
増
大
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
県
で
は
昭
和
四
十
九
年
か
ら
、
医
学

的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
母
体
に
、
子
供
か
ら
お
と
な
ま
で
を

対
象
に
一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
「富
山
県
総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
開
院
し
た
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、
そ
の
中
核
的
施

設
に
な
り
ま
す
。

.'病 :
院と
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こ
の
病
院
は
、
日
本
海
側
で
初
の

総
合
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
医
療
機
関
で
す
。

二
年
の
歳
月
と
四
十
八
億
七
千
万

円
の
経
費
を
費
や
し
て
、
最
新
の
設

備
と
ス
タ

ッ
フ
を
備
え
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

こ
の
病
院
は
、
次
の
よ
う
な
役
割

を
担

っ
て
い
ま
す
。

山
既
存
医
療
機
関
の
い
わ
ば
後
方
病

ベ
ッ

ド
数
の
増
床
に
伴

っ
て
、
体
制

を
拡
充
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

薬剤料

栄養管理科

検査科

放射線銭術科

当
A
「
吋
叫
」
「
対
斗
ヨ
ユ
守
a

A

吋
対
斗

N
斗

羽
A
「
刈
斗
羽
A
「
羽
A
「

平
)
事
千
平
ヰ
ヰ
革
手
平
手
話
干
草

む含

外

療

喉

経

由

窃

叫
吐
司手

診

児

喝

神

膚

内

形

尿

経

学

園

揖

神

神

内
(

整

理

小

百

眼

精

皮

泌

外

歯

6 

院
の
性
格
を
も

っ
て
い
ま
す
。

ω県
内
の
医
療
機
関
等
と
有
機
的
な

連
携
を
保
ち
、

一
貫
し
た
総
合
的

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン

シ
ス
テ
ム

の
中
心
的
機
能
を
担

っ
て
い
ま
す
。

ωリ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

医
療
技
術
の
研
究
開
発
を
行
い
ま

す
。

何
保
健
婦
、
看
護
婦
な
ど
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
に
従
事
す
る
専
門
職

員
の
研
修
を
行
う
教
育
研
修
機
関

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

〔診
療
部
門
〕

患者 1人ひとりに応じて訓練

こ
こ
で
は
脳
血
管
障
害
、
脊
髄
障

害
、
四
肢
切
断
、
関
節
障
害
な
ど
で

後
遺
症
の
あ
る
方
で
、
治
療
や
リ
ハ

ピ
リ
テ

l
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
社
会
復

帰
が
可
能
な
患
者
き
ん
に
対
し
て
必

要
な
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。

診
療
科
は
、
内
科
、
小
児
科
、
整

形
外
科
、
理
学
診
療
科
な
ど
十

一
科

あ
り
ま
す
。
な
お
入
院
加
療
の
必
要

な
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
現
在
五
十

床
の
病
床
が
あ
り
ま
す
が
、
需
要
に

応
じ
て
百
五
十
床
ま
で
増
床
す
る
予

定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

フ

羽
A
寸
ヨ
ユ
守
羽
今
羽
込
「
羽
寸

1
1
1
F
Sマ

科

科

課
課
課

リハビリテーション工学科
リハビリテ ション医簾妓術科

棟

棟

棟

術手

病

病

病
4
A
H
d
 

中

一
二
三

来

第
第
第
外

法
法
話
回
目
再
会

導
及
f旨

務

財

事

療

療

言
装

社

学
業
能
阪
理

~~ 
普

相

総
管
医

理

作

聴

義

心

.病院の組織



〔リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
〕

水
治
療
、
温
熱
光
線
療
法
、
運
動

療
法
等
に
よ
り
機
能
回
復
を
図
る
理

学
療
法
科
、
手
芸
、
木
工
、
金
工
、

〔
そ
の
他
の
部
門
〕

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

医
学
的
研
究
や
補
装
具
、
更
生
用
具

な
ど
の
研
究
開
発
、
そ
し
て
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
、
資

料
の
収
集
を
行
う
研
究
開
発
部
、
県

内
の
医
療
機
関
、
保
健
所
、
市
町
村

保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
施
設
等

縫
工
な
ど
の
作
業
訓
練
や
日
常
生
活

訓
練
に
よ
り
作
業
適
応
能
力
の
回
復

を
図
る
作
業
療
法
科
、
聴
覚
や
言
語

能
力
の
凶
復
訓
練
を
行
う
聴
能
言
語

科
な
ど
五
科
が
あ

っ
て
、
幅
広
く
か

と
連
携
し
て
、
関
係
機
関
等
へ
の
助

言
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
職

員
の
研
修
を
行
う
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
部
門
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

つ
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ollター 診療中

轍鰐叫す常時蜘か一時逗;み- ふ→

こ
の
病
院
が
対
象
と
す
る
疾
患
は

脳
血
管
障
害
、
脊
髄
障
害
、
四
肢
切

断
、
関
節
障
害
の
方
と
障
害
児
で
す
。

具
体
的
な
入
院
及
ぴ
通
院
の
基
準

は
、
原
則
と
し
て
次
の
全
て
の
事
項

に
該
当
す
る
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ω医
療
機
関
等
か
ら
の
紹
介
が
あ
る

こ
と
。

ω主
と
し
て
初
期
治
療
が
終
了
し
、

四
肢
、
体
幹
の
運
動
障
害
、
欠
損
、

言
語
障
害
等
の
た
め
、
日
常
生
活

又
は
社
会
生
活
上
の
問
題
が
あ
る

こシ」
0

企機能回復訓練中

ω障
害
改
善
の
た
め
の
治
療
、
訓
練
、

指
導
等
の
計
画
が
た
ち
、
そ
の
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

川
他
の
患
者
と
協
調
で
き
る
こ
と
。

ω伝
染
性
の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
な

い
こ
と
。

ω障
害
改
善
の
た
め
の
諸
計
画
に
対

し
、
本
人
、
家
族
等
の
協
力
が
得

ら
れ
る
こ
と
。

的
退
院
後
の
行
先
が
予
想
で
き
、
か

、明h、

つ
退
院
指
導
に
従
え
る
こ
と
。

、
十
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

た
。

「
富
山
県
社
会
福
祉
総
合
施
設
建

設
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
身
体
障

害
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
に
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
児
施
設

群
、
障
害
者
施
設
群
、
自
立
ゾ

l
ン

噌
弓富山図.案

の
三
つ
か
ら
な
っ
て
お
り
、
治
療
か

ら
社
会
復
帰
訓
練
を
通
じ
て
、
自
立

更
生
に
い
た
る
ま
で
の
各
種
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
雇
用
施
設
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
逐
次
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。41号稼

・地鉄パス富山駅乗車 (東高校行き)

東高校下車 L徒歩1，600m) 

・地鉄パス富山駅乗車 (運転教育セン

タ一行き)高島下車 (徒歩1，700m ) 

B 

一一一111
・地鉄ピル前より県リハビリセンター

行地鉄パスが運行されています。

(所要時間約30分)

・国鉄富山駅前よりタクシーで約百分

・国鉄富山駅乗車東富山駅下車タクシ

ーで約5分

ト

し
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

①
医
療
費
の
適
正
化
、

②
保
険
給
付
の
見
直
し
、

③
各
保
険
制
度
聞
を

通
ず
る
負
担
の
公
平
化
を
そ
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
退
職
者
医
療

制
度
は
、
主
に
③
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る
目
的
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ので♂闘
で の ャ
す制退
力、震 職
竺 l立記者

三守宮'(;，1.i
(]) 

ょ
う去と
おこ
遣れ

ρ う ま

答

こ
れ
ま
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
方
な
ど
が
退
職
さ
れ
る
と
、
共
済

や
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
用
者
保

険
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と

な
り
、
医
療
保
険
を
受
け
る
必
要
度

が
高
ま
る
退
職
後
に

か
え
っ
て
低

い
医
療
給
付

七
割
)
し
か
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
退
職
者
の
医

療
給
付
率
が
八
割
に
引
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、

本
人
負
担
の
軽
減
が
は
か
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
庫
と
国
保
の

加
入
者
の
保
険
料

(税
)
に
依
存
し

向。h
u
h
b

て
い
た
医
療
費
の
支
払
い
が
、
退
職

者
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の

支
払
う
保
険
料
と
被
用
者
保
険
の
保

険
者
が
支
払
う
拠
出
金
と
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、

答①
厚
生
年
金
な
ど
被
用
者
年
金
の
老

齢

(退
職
)
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人

②
通
算
老
齢

(退
職
)
年
金
を
う
け

ら
れ
る
人
で
、
被
用
者
年
金
の
被
保

険
者
期
間
が
合
算
し
て
二
十
年
以
上

あ
る
人

③
通
算
老
齢

(退
職
)
年
金
を
う
け

ら
れ
る
人
で
、
被
用
者
年
金
の
被
保

険
者
期
間
が
合
算
し
て
四
十
歳
以
降

g 

十
年
以
上
あ
る
人

が
、
退
職
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

、-、、、
-

J

、

ふ
J
J
/

、し

以
上
の
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
老
齢
年
金
な
ど
の
受
給

開
始
年
齢
に
な
っ
て
い
な
い
人
や
、

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
る
人

(七

十
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
六
十
五
歳

以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ

る
人
)
は
、
除
外
さ
れ
ま
す
。

答

退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
も



被
扶
養
者

(た
だ
し
老
人
保
健
法
適

用
の
者
は
除
き
ま
す
。)
と
し
て
、
退

職
者
医
療
の
適
用
を
う
け
ま
す
。

被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
人

は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に
し
、

主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に

よ

っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
で

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配

偶
者

(内
縁
関
係
を
含
む
)
及
ぴ

親
等
内
の
親
族

②
配
偶
者
(
内
縁
を
含
む

の
父
母

及
ぴ
連
れ
子

な
お
、
退
職
被
保
険
者
本
人
が
老

人
保
健
法
の
適
用
を
、
つ
け
る
こ
と
に

な

っ
た
と
き
、
ま
た
は
死
亡
し
た
と

き
は
、
そ
の
被
扶
養
者
も
そ
れ
に
伴

っ
て
資
格
を
失
い
、

一
般
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

根拠法令 老齢又は退職を支給事由とする年金たる給付を受けることができる者

厚生年金保険法 老齢年金又(;:j.特例老齢年金を受

船 員 {呆 H貧 法 けることができる者

国家公務員等共済組合法 通算老齢 (退職)年金を受ける

国家公務員等共済組合法の
ことができる者であって、被保

長期給付に関する施行法
険者等であった期聞が20年 (40

歳以後における国民年金以外の

地方公務員等共済組合法
退職年金又は減額退職年金を受

年金保険の被保険者等であった
けることができる者

地方公務員等共済組合法の
[ただし群を理由「

期聞が10年以上である者につい

長期給付に関する施行法 その全額につき支給停止を
ては、10年)以上であるもの。

受けている者を除く。
ただし、通算退職年金にあ

私立学校 つては、若年を理由として
教職員共済組合法

その全額につき支給停止を

農林漁業団体 受けている者を除く。

職員共済組合法

地方公務員の 退職年金に相当する給付を受け

退職年金に関する条例 ることができる者

恩 車合 法 普通思給を受けることができる者

旧令による共済組合等から
の年金受給者のための特別 退職年金に相当する給付を受けることができる者
措置法

.退職被保険者の範囲交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
証
明
書

い時と

提般
示の
し国
て民

健
受康
診保
し険
て者
く証
だを
さ同

ま
た
手
続
未
了
な
ど
で

一
般
の
国

民
健
康
保
険
者
証
し
か
手
元
に
な
い

場
合
や
「
証
明
書
L

を
持
参
し
な
い

で
診
療
を
受
け
た
と
き
は
、
病
院
の

窓
口
で
は
医
療
費
の
三
割
を
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
市

町
村
の
窓
口
に
「
特
別
療
養
費
支
給

申
請
書
」
を
提
出
す
れ
ば
、
差
額
の

一
割
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
特
例
療
養
費
と
い
い
ま
す
が
、
そ

の
手
続
き
は
、
世
帯
主
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問

」
の
制
度
の
実
施
主
体
は
市
町

村
で
す
が
、
市
町
村
で
は
従
来
と
は

異
っ
て
、
退
職
者
医
療
分
を
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
中
で
区
分
し
て

経
理
し
ま
す
。
退
職
者
医
療
費
は
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
を
通

じ
て
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
、
対
象

者
の
保
険
料
と
被
用
者
保
険
の
保
険

者
の
拠
出
金
を
あ
わ
せ
た
療
養
給
付

交
付
金
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
国
庫
補
助
金
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
(
補
助
率
四
五
一位
↓
三
八
・
丘
一叫
)

後〉正〈改月リ〉正〈改

国保

.退職被保険者の家族の範囲

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
国
民
健
康

保
険
の

一
般
の
被
保
険
者
と
同
じ
取

扱
い
で
す
。

答

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
本

'問
問
J
f

混
蟻
被
保
険
者
に
な
る
た
め
へん

ぷ
ω
手
続
き
に
つ
的
で
教
え
て
く
だ

人
負
担
分
は
、
次
の
と
お
り
軽
く
な

り
ま
し
た
。

退
職
被
保
険
者

入
院
、
外
来
と
も

に
三
割
↓
二
割

世
帯
内
に
該
当
者
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
き
は
、
市
町
村
の
窓
口
に
世

笠
Eヨ

そ
の
被
扶
養
者

入
院
は
三
割
↓

帯
主
か
ら
該
当
者
当
人
の
年
金
証
書

を
添
え
て
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

割
、
外
来
は
従
来

通
り

ま
だ
届
出
を
し
て
い
な
い
方
は
、

至

な
お
、
そ
の
他
の
給
付
に
つ
い
て

急
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
今
後
年
金
を
受
給
さ
れ
る
該

当
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
そ

の
年
金
の
証
書
が
到
達
し
た
と
き
に

そ
の
翌
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
該
当
者
に
被
扶
養
者
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
届
出
を
あ
わ
せ
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

10 

届
出
を
さ
れ
ま
す
と
市
町
村
か

ら
「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
保

忽E
Eヨ険

証
」
に
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
こ

れ
を
提
示
し
て
診
療
を
受
け
て
く
だ

，、.

、‘.
ハu

--
r
、BUM-な

お
手
続
き
中
で
、
新
し
い
保
険

証
が
間
に
あ
わ
な
い
と
き
は
、
便
宜

上
「
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書
」
が

'‘ 

ー
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
|

被扶養者

入院2割

1 1 

療養給付費交付金

国
庫
補
助
金
の
削
減
額
が
交
付
金
を

上
回
り
、
収
支
悪
化
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
従
来
に
も
ま
し
て
医
療

答

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者
が

費
の
適
正
化
、
保
険
料
の
収
納
率
の

向
上
等
の
積
極
的
な
経
営
努
力
が
要

保険料(税)

でで国
すあ民
。 れ健

ば康
収保
支険
は加
均入
衡者
すの
る十
見は
込以
み上

請
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
高
齢

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
っ
て

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
以
下
の
市
町
村
で
は

保
険
料
の
引
上
げ
を
抑
制
す
る
た

め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健

康
管
理
に
十
分
気
を
配
り
、
乱
受
診
、

多
受
診
を
控
え
る
な
ど
、
保
険
診
療

を
正
し
く
受
け
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
市
町
村
の
国
民
健

康
保
険
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



司
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様警

事立

二
十

一
世
紀
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
ま

し
て
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

小
杉
町

に
あ
る
県
立
技
術
短
期
大
学
の
構
内

に
、
県
民
に
聞
か
れ
た
教
育
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
特
色

端
末
機
に
よ
っ
て
高
校
生
な
ど
の
実

習
、
調
査
研
究
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

用
く
だ
さ
い
。

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
連
動
し
て
、
県
民

で
来
て
い
ま
す
。
情
報
通
信
を
軸
と

仁ー'

14 

‘F

中
枢
に
な
る
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

‘
県
民
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
で

警
護

1

4

6
 

タユ
由
f

ピ
成

ン
養

コ
の

用
者

究

術
研

技

川村

、、っ
習
担

実
を

階
来

2
未

A
 

輔

至富山

県民公園太閤山ランド

.小杉駅からの利用・パス

太閤山循環、太閤山経由中田行、野手行、太閤山経由

新湊行パス乗車県立技術短大前下車(乗車時間約8分)

.富山 、高岡 、新湊からは太閤山経由のパスをご利用下さい。

15  

の
皆
さ
ん
の
学
習
用
と
し
て
開
放
さ

れ
て
い
ま
す
。

(
有
料
で
す
。
)

さ
ら
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
通
信

化
す
る
で
し
ょ
う
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

が
日
常
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
行

き
わ
た
り
、
高
度
で
、
し
か
も
生
活

二
階
は
実
習
、
研
究
用
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ル

l
ム
で
す
。
教
育
用
大
型

計
算
機
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、

セ
ン
タ
ー
の
役
割

=
一
階
は
「
県
民
ル

l
ム
」
、
小
中
学

生
か
ら
お
と
な
ま
で
、
幅
広
い
県
民

の
皆
さ
ん
に
、
気
軽
に
パ
ソ
コ
ン
、

ワ
ー
プ
ロ
、
ハ
ン
ド
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

機
器
を
自
分
で
操
作
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
通
信
衛
星
の
「
ひ
ま
わ
り
」

や
「
ゆ
り
」
の
受
信
装
置
も
あ
っ
て

に
密
着
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
が
高
度
情
報
化
社

会
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と

隣
接
す
る
県
立
技
術
短
期
大
学
の
全

れ研
ま究
す 機

関
等
で
の
研
?'c 
プじ

活
動

使
わ

学
生
に
実
務
的
な
教
育
を
行
っ
て
い

ま
た
情
報
の
伝
達
手
段
も
大
き
く

変
化
す
る
で
し
ょ
う
。
I
N
S
、
C

も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
機
器
を
直
接
操
作
し
、
親

し
み
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き

を
受
け
、
・
技
術
立
県
を
目
指
す
県
の

中
堅
技
術
者
の
養
成
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、

一T九
三
九

10
三
射
水
郡
小
杉
町
黒

回
線
に
よ
り
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

で
の
高
校
共
同
実
習
や
、
県
の
試
験

A
T
V
、
V
A
N
な
ど
、
ニ
ュ

ー
メ

ま
す
。
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
承
認

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

デ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
手
段
が
日
常
的

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

る
体
験
学
習
の
場
で
す
。

さ
て
こ
の
程
、
富
山
県
の
コ
ン
ピ

ま
た
県
立
技
術
短
期
大
学
生
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン

楽
し
く
情
報
機
器
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
二
階
に
は
「
県
民
コ
ン
ピ
ュ

i可

ュ
l
タ
教
育
の
中
核
施
設
と
し
て
、

あ
な
た
も
一
度
、

「
富
山
県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が

ま
た
職
員
に
よ
る
相
談
、
指
導
も

ー
タ
室
L

も
併
設
し
て
あ
り
ま
す
。

五
台
の
端
末
機
が
設
置
さ
れ
、
大
型

富
山
県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

(E
O
七
六
六

(五
六
)
七
一
六
こ

で
結
ば
れ
た
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の



マ
イ
カ
ー
と
税
金

自
動
車
は
、
私
た
ち
の
日
常
の
足

と
し
て
、
ま
た
経
済
活
動
に
お
け
る

流
通
手
段
と
し
て
、
今
日
の
社
会
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
八
年
三
月

三
十

一
日
現
在
、
本
県
の
自
家
用
自

動
車
台
数
は
、
四
十
六
万
三
百
台
に

の
ぼ
り
、

一
世
帯
当
た
り
の
保
有
台

数
は
、

0
・
九
四
台
で
、
全
国
平
均

の
0
・
六
八
台
を
大
き
く
上
回
り
全

国
ほ第
ぽ四

位
を
占
め
て

ま
す

一
家
に

一
台
の
割
合
と
い

-
自
動
車
関
係
の
税
金
(表
1
)

区分 名 材、 使途 税 額 (率)

f軍発油税 道路 ガソリン1Q当たりの円60銭

地方道路税 <- <- 8円20銭

国
税石油ガス税 々 自動車用ガス 1kg当たり17円50銭

物品税 一般 製造者移出価格に対し18.5%※

自動車重量税 道路 自重0.5ト当たり ~ ~年車検18 ，叩O円※
ノ 2年車検12，6∞円※

自動車税 一般 年間39，5∞円※

県 税自動車取得税 道路 取得価額の5%※

軽油引取税 <- 軽油1Q当たり 24円30銭

市町村税 軽自動車税 一般 四輪自家用乗用車で 7，2∞円

暴力追放
三ない運動

う
こ
と
で
、
今
や
、
ク
ル
マ
が
な
く

て
は
、
日
常
生
活
も
経
済
活
動
も
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
に
レ
ジ
ャ
ー
に
、
大
変
便
利

な
車
で
す
が
、
私
た
ち
が
そ
の
便
利

車

一
台
当
た
り

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
自
家
用

一
年
間
に
ど
の
く

ら
い
の
税
金
を
負
担
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
千
六
百
C
C
ク
ラ
ス

の
自
家
用
乗
用
車
(
車
両
重
量
九
百

八
十
J
守
、
価
格
百
二
十
万
円
)
を
、

五
十
九
年
三
月
に
購
入
し
、
使
用
ガ

-自動車 1台当たりの税の年間負担額(図 1) さ
を
得
る
た
め
に
は
、
道
路
の
整
備

※16∞ccの自家用小型普通乗用車の場合。

しそ|や
てのピ交

費ス通
私 用 が 安
たを欠全
ち、かの
が社・せ確
税会・ま保
金共・せな
と通・んど
いの・ 。 の
う経・そ公
形費・こ共
でとでサ

負
担
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

現
在
、
自
動
車
に
関
連
し
て
設
け

ら
れ
て
い
る
税
金
は
、
国

・
地
方
を

通
じ
て
叫ん
種
類
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
道
路
の
整
備
費
用
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
(
表
1
)

" 

-暴力団を利用しない

債権取立て、倒j本整理等に暴力十1"1を利川したり、

用心休や交通半故のIJ-:談等に暴力卜j-Iを似む--itliの人

がし、ますが、最後には反対に暴力卜)1の食いものにさ

れてしまいます。

暴力卜j-Iは「カネのためなら何でもやる職業的犯罪

集団」です。j存良なdi民からお金を巻き 1-.げて、ぬ

くぬくと過ごしています。

暴力付|の i~;\_Jぶとなる土壌をなくし、社会から孤立

化、追放し、明るく住みよい生活環境を築きましょ

-暴力団を恐れない

暴力仔!被害を受けたとき、暴力l司犯罪を長11ったと

き、どんな小さなことでもまず警察に届けましょう。

暴))110番(ft0764(42)0 11 0)に気軽に相談してくだ

さい。警察はあなたの秘袷:を附く守ります。また暴

)) I寸|からの保護も{故j点しています。安心して恐れず

ご相談ください。

-暴力団に金を出さない

暴力I，jjの脅かしゃ甘い言柴にだまされ、賭博やノ

ソ
リ
ン

一
日
当
た
り
十
二

・
五

J
M

の
走
行
燃
費
で
、
年
間

一万
五
千
キ
ロ

M

走
行
し
、
耐
用
年
数
を
七
年
間
と
し

た
場
合
、

一
年
間
当
た
り
平
均
税
負

担
額
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
を
計

う
に
な
り
ま
す
。

算
し
ま
す
と
、
だ
い
た
い
図
ー
の
よ

」
の
例
で
は

一
年
間
に
だ
い
た

す
。

い
十
四
万
五
千
円
の
負
担
に
な
り
ま

つ。ミ行為に加わることは暴))1す!の存在を容認し、犯罪

行為への援助、加tH.につながります。 こ
う
し
て
、
み
ん
な
で
負
担
す
る

自ωむに手を出すな

こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

の
道
路
は
、
年
々
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
す
。
(
図
2
)

.県内道路の舗装状況(図 2) 

-
料
理
飲
食
等
消
費
税
一
覧
表
(表
2
)

55 58 (年)

(各年3月31日現在)

1 6  

(km) 
10，0∞ 

5，0∞ 

2，5∞ 

計算方法

料金の10%

※宿泊については、

宿泊料金から 2，5∞
円を引いた残りの料

金の10%。

7，5∞ 
* 
* 
* 
* 
* 

全

1人の料金が
5，0∞円を超えるとき

食 11人の料金が

2，500円を超えるとき

[一一|2，5∞円以下でも税|

がかかります。 J

「
公
給
領
収
証
」

受
け
取
っ
て
ま
す
か
っ
・

料
理
庖
や
旅
館
な
ど
で
飲
食
や
宿

泊
を
し
た
と
き
に
は
「
料
理
飲
食
等

消
費
税
」
が
か
か
り
ま
す
。(
表
2
)

こ
の
税
金
は
、
料
金
と
い
っ
し
ょ

に
お
庖
の
経
営
者
が
預
り
、
ひ
と
月

分
を
ま
と
め
て
県
へ
納
め
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
庖
で
は
、
み

な
さ
ん
か
ら
税
金
を
預
っ
た
し
る
し

と
し
て
、
公
給
領
収
証
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

岨

税がかかるのl<t

部

飲食后

[スナ yク、すし屋、レ]
ストラン、大衆酒場 j 

出前 ・仕出し

庖の種類

料理庖、パ 、キャバ

レー

旅
館
・
ホ
テ
ル

こ
の
公
給
領
収
証
を
受
け
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
料
金
の
明
細
が
分
か

る
と
同
時
に
、
お
庖
で
お
預
り
し
た

税
金
も
確
実
に
県
へ
納
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
料
金
お
支
払
い
の
際

に
は
、
八
ム
給
領
収
証
の
受
け
取
り
を

お
忘
れ
な
く

y

県
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
ま
で
。

;逼岨!.I，.¥'(.，I

個:~:":{，:ij~}~ ，，:l

日町駅
[;-(::::1):，¥':'':::串 :，:j:;"，j

ぷ怜
t:J::)::ji::tJ'行列

最近、覚せい剤による犯罪が多発しています。麻薬・覚

せい剤は、医療上必要不可欠な医薬品である反面、使用法

を誤まると大変危険なものとなります。

麻薬 ・覚せい剤の乱用は、単に乱用者個人の健康を損う

のみならず、理由なき犯罪、通り魔などの各種犯罪を引き

起こし、社会的にも大きな危害をもたらしています。

麻薬 ・覚せい剤の乱用を撲滅するため、全国的に強力な

取締りや啓発活動が行われていますが、残念ながら乱用者

は増加の一途をたどっています。昨年は検挙者23，635人、

一般市民層や次代を担う青少年層にも浸透する傾向にあり、

大変憂慮すべき事態となってきています。

覚せい剤乱用の幣害に対する認識が乏しいためにた甘い

誘惑ミに乗りやすいことが、乱用者増加の一要因といえま

しょう。また麻薬 ・覚せい剤の密売(d:，暴力団の最大の資

金源となっており、ますます社会環境を危うくしています。

10月1日から 2ヵ月間、今年も 「麻薬 ・覚せい剤禍撲滅

運動」が実施されています。一人ひとりが麻薬 ・覚せい剤

の恐ろしさを十分認識して、みんなで麻薬・覚せい剤禍の撲

滅を図りましょう。

qフ



昭和59年度地価調査の結果が、 10片 l口付けで発表され

ました。

この調査は、適正な地価の形成を日的として、県下全市

町村から253地点 (宅地240、林地13)の基準地を選ぴ、 7

月 1日時点の価格を調査したものです。

この価格は、その土地について、自由な取引が行われた

場合に、通常成立すると認められる価格で、売り手にも買
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[富山市]

4・住宅地域
芝園町1-6-6
鹿島町 1-7-5
西大泉11-6
布瀬PIJ字黒免割608-7
大町字下回割48-10外
ご:n町字茶苗代割49-3外
国 q'問字井割3-1
本郷町 44-13
西長江字諏訪木書Ijl74-1
西公文名町11-6
中川原字中野島割213-16
本郷町字万年割108-54
長江ヰ:道回割418-1外
経堂字苗代割339外
藤の木園町144
大島 2-430-4
藤木602-9
手屋416-5
凹ツ葉町字大出割109-1
中島3字凹百五十メij割6-48
新庄町字入合割74-19外
松若田J字折、池割24-56外
犬島宇与助割11-13
花園町3-2-4
栄町 1-8-8
田畑字商沼78-17
水橋'1'町字問中間 572
草島宇天正寺開100-35
l旦|方字江代535-3
五般字深田1357-24外
呉羽町字藤木6748-1外
呉羽町戸字猪谷7354-5外
赤田450
五福字善尋1093-1外

五福手:御用地5149-3外
。宅地見込地
犬島字北苗代割309外
ノl、宇多193
五線字桜谷1823外
.商業地域
中央通り 1-6-10
桜木町12一7
旅篭町3-6
牛島新町8-6外
向川原町4-13
栄町会7-10外
南田町 1-2-6
荒町5-3
千石町1-1-1
中野新町1-1-9
小泉町字五百trJ割91-2
五福字中割2102-11
石金字代宮田割19-7外
西I:lJ地方字久内割201-6
新宮町2-4-11外
宝町1-3-13
四方日l問J41
。準工業地域
湊入船町ー60-1外
赤凹980-1外
荒川字前回割139-1外
田中間字道化割61-17外
岩瀬赤田町12-4
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1，480，000 
580，000 
273，000 
205，000 
269，000 
158司000
188，000 
730.000 
300.000 
199.000 
189，000 
150.000 
124.000 
265.000 
468.000 
422.000 
58.500 

72 .000 
163.000 
88.000 
50.000 
31.500 1.6 

15.300 
18.800 
26，800 

4.4 
7.4: .住居地域
4.5:持光寺30-13
4.7:桜悶J9-2
3.8 :草|剤悶0-9-7
4.2: .商業地域
2.5 :立町1582-1外
6.0 :中央町436外
4.0: .準工業地域
5.5 : i益岡096
2.6 :幸庁j十削[1-4-5

.工業地域
;条呉のr-U2-2

-:.市街化調整区域内の宅地
2.3 :作迫573-2

40町 500 2.5 
48，000 2.1 
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。住居地域

1. 6 :友道字け'HD817-7外
: _1-.村本1-404外

1.3: n点字中liJ芸作2147-5外
1.4: ~広町813- 1外

2.2: .商業地域
1.3 : J二十Jオ三1-705
2.5: .準工業地域
2.3 :大光寺字i)j丸1613-1

[氷見市】

30.800 
21.100 
J4.200 
23.800 
16.400 
22.300 

.住居地域
2.0 :朝 日丘159-2外
1.1 :相111:1184-1
2.7 :島尾字浦2117-1
1.0 :栄町3241-2
2.4 :。商業地域

2.1 :比美町162外
1.7: .準工業地域
2.9 :伊勢大町2-503外
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34.000 

4砂住居地域

反野字向林割97-33
上小泉字北村815叩外

高月間J390-3外
吾妻町2464-2外
4砂商業地域
下小泉町13-10
.準工業地域

3.0 :柳原字大法173-2外

[黒部市]
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.住居地域
荻生字新堂6675-3
生地芦区124-3
岡83-13外
_-: H汁I字茅主主3932
.商業地域

4.5 :三 日市字三島1047-2外
2.7: .準工業地域
2.5 :荻生字金屋5253-2

[砺波市]
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.住居地域

'1'何1字仏島1267-5外
杉木字宮野2021-2外
太郎丸字鍋島865-6
太郎丸字鍋島2926-13
.商業地域
太郎メL=f:築川|尚3318-1外
.準工業地域
太郎丸字堂島7101-2外

[小矢部市】

113.000 
60.500 

.住居地域
J¥、平11削J8-3タト

1.8 :絞-(字北島240-2
1. 5 :清水字8村島2990ー4

内i~I j' 3050-53

1.3: .商業地域
1.2 :幸fI'~;; IHj' 186-1 

.準工業地域
1. 5 :今イi動町1-1039

32.200 
24.500 

13守 200

] 7.800 2.9 
{大沢野町}

。住居地域

1 ~ 一 : 小手425-1 タト

ここ数年の上昇率は、下の表のとおりですが、地価の上

昇は、鈍化傾向が続いています。

し、手にも片よらないものです。

調査の結果、宅地価格は、前年に比べて 2.5パーセント

上昇しています。この上昇率は、昭和58年の 3.6パーセ ン

トを下まわり 、全国平均値と同率、過去数年間で最低とな

っています。

用途別にみると、住宅地 2.4パーセント、商業地 3.1パ

ーセ ント、準工業地2.5;'('一セ ントの上昇となっています。

ド大久保乍PL]番制1426-5
笹il上467
4砂商業地域
長附4=J-ti敷割139-30
.準工業地域
上大久保1035-1外

{大山町1
.住居地域
←三室荒屋~f:諏訪木割834-20

上i竜字陳林割155-6 
ヰペ竜土rイヴミi込書リ290-3タ4
.商業地域
r-I'滝こj<f'1~~，制 198 - 1

[舟橋村1
.市街化調整区域内の宅地
仏生寺43

[上市町1
.住居地域
横法青寺:-y:長出46-1外
北島字鉾U133-1外
西町字詰什14-5
.商業地域

三 llTlT字上町19-11
.準工業地域
若杉字下川原44-1外

[立山町1
.住居地域
主;百抗争:束中割30-6外
前沢宇 ~I' 庁'rl11536 - 11外
前沢字111出2955-2タ十
.商業地域
前沢字浅草1200-9外

[宇奈月町1
.住居地域
下立字紙凹1025-1外
愛二本新1100
字大坊2215
.商業地域
才:十'iti原38-32

[入善町1
.住居地域
入膳ヰ:日登3098-1
青島590-16
入膳字上諏訪4735-2外
.商業地域
入膳字南町5232-6

[朝日町1
.住居地域
道下手:高野299
東草野字南問1790外
d~1~手:小判 804- 2
.商業地域
荒川字悩免574-1

1八尾町1
.住居地域
福Jる字烏帽子形535-]
)j:[JJ516-3 
J)<.谷宇:縫殿254-55
.商業地域
:::r:>U町2208-1
.準工業地域
ナ十UI~-r:!I[ 1114910-1タト

.住宅地域

中川上町233
蓮花寺327-1外
井 U木江字巾坪496-6
清水間f2-291-1
木津525-8
宮出回f85-7外
あわら町257-1外
宝凶0336-5
~j瀬 ]72 - 4

京P1085-3
江尻字村前385-12
博労町34外
中回字木村4378-1
伏木古府1-291
伏木古府3-424-26
}_i 出町 3-1288-1
戸出町5-1615外
.宅地見込地
石瀬522
.商業地域
末広町968-2外
片原町ー字御小人155-]
円j_M]I][41タ十
伏木古田府255
F' 山間T2-920-3タ4
下麻生手:星回1290-5外
.準工業地域
六家字畑出1209-1
弓女子126-1外

0.7:荻布字前|古J311-1外
1.6 :。工業地域

1. 9 :戸11'，栄町55-9
4砂市街化調整区域内の宅地

2.1 :太山581-1 16、800 1.8 
7.4 :五十里東町 7 28.500 1.8 

'1'保238-13 35.000 2.9 
4.1 :長江222-2 39.700 1 .8 
4 7 :戸山市野瀬王子'1'筋向2486外 17.200 2.4 

3.90 {新湊市]

• 

2] .200 1.0 
28.800 1.1 [婦中町}
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31吟400
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10.000 
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13.900 3.0 

14.200 

[利賀村1
.住居地域

2 1 :新潟|字久保平186
5.8 :利賀字上島295-1

O. 6 ~ [庄川町1
1.4: .住居地域

青島字松川除前3658-12
青島字下川原21-2外
金屋字了安13日 一1

0.0 :・商業地域
1. 5 :金屋字畑直2680-6外

[井波町]

2.800 
3.350 

.住居地域
l 山下88

1.0 :北川字犬薮348-27
井波ヰ:木崎野1950-59
.商業地域

本町1-44

2.8: [井口村1
3.1 

.住居地域
宵後258
蛇喰153-1外

[福野町】

56，000 2.8:・住居地域
i字大畑島811-10外

8，700 2.4:松原字道教島1267-3;>'¥-
二日 町字中島480外
.商業地域
字上町1535-3

[福光町]

2.070 1.0 
3，050 1. 7 

22.600 2.7 
20，500 2.5 
14.700 1.4 

51.000 2.0 

日
U
R
U
可
/

司自よ
司
自よ
旬
EA

ハ
U
n
u
n
u

nu
n
u
nu
 

n
U
F
H
υ
t
o
 

n白

q
J
n
U

Fh
d
q
J
q
J
 

92，000 2.2 

9.100 1.1 
5.000 2.0 
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38.500 2.7 

88.000 2.3 
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f
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組
処
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q
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210.000 2.4 

38，700 1.8 

35，000 2.9 
36，800 2.2 
21.500 2.4 

71，500 2.1 

(単位 M ール当たり:円)
変動率は前年比 :%ノ
一 対前年

所在地及ひ地番 価格変動率
魚津市大字大j毎寺野字有ケ平44-3753.000 0.4 

2.2 :氷見市宇波字安居44 322.000 0.6 
黒部市宮野字ーツ谷745-4222.000 0.9 
小矢部市安楽寺字裏山132-1 246.000 0.4 
上市町野烏字東山28-1 172.000 1 .2 

2.6 :朝日町 棚山字堤島382 158，000 1.3 
2.6 :巾町有谷字大谷1-1-3 260 ， 000 0 . 0 

平木j夏焼字下開地47 128，000 0.8 
庄川間f1'，ケ原字打場13 198.0001.5 
福光町小院瀬見字背戸島8 183，000 1.7 

2.4 :高岡市五十里後谷6 377.000 0.5 
2.9 :大山町亀谷字向山割3-1 46，000 0 . 0 

八尾町青根字嶺LlI295 78，0000.0 

.住居地域
38.000 1.3:終合490-1

i袋三円台免348-44
28，300 3.7:分 H1258-3

.宅地見込地
下特UI480

{山田村】27.500 1. 9 
23.100 
18，800 

1. 3 :・住居地域
1.1 : q， i頼字前反IIiil2703

中村守:谷L11156外
37，500 4.2 

[細入村1
.住居地域
猪谷才:rl'沢1537-1外

16司900 2 . 4: 検原~・V4 1'.品3235-9外
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q
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つ
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つ
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42，700 1.7 
31.700 1.6 
29.500 1.7 

92.700 

4砂住居地域
入門ヰ:j_益11171-1

3.0 :二口字北野割2513-5
二口字轟1106-10
.商業地域
大門学斐前269

2.5 :・市街化調護区域内の宅地
1.9 :本田字富田167-4
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186，000 2.8:.市街化調整区域内の宅地
三箇字西光734-1

[大島町]

33.400 2.1:・住居地域
20.000 1.5:小島727-2外
38.000 2.7:赤井字水落12-3

p 小島1168-1

84 ，400 2 .9 : [城端町]

。住居地域
野田:宇:本j中島1001-2

34.200 2.1:字地子統島969-8
34.700 2.1:字南東品J!(地2615-15
37，000 2.8:・商業地域

字岡下関078
85.000 3.0 

[平 村]

4砂住居地域
|二梨中家平583-1
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.住居地域
吉江中740-1外

0.8 :字高土居963-14
字若林3-1

1.8: .商業地域
荒木5523-1
.準工業地域
字高土居976-1外

【福岡町}
7，300 1.4 

4ゆ住居地域
福岡新742

41，300 0.7:福岡新314
37司000 1.1:下蓑新55-2外
36，600 1. 7 :・商業地域
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故

墜
落
、
溺
死
、
窒
息
な
ど
不
慮
の
事
故

の
死
者
の
う
ち
、
約
四
割
は
家
の
中
で
発

生
し
た
事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。
安
息
の

場
で
あ
る
は
ず
の
家
の
中
は
、
実
は
危
険

が

一
杯
で
す
。
完
全
な
「
安
全
」
状
態
は

不
可
能
で
す
が
、
少
し
で
も
危
険
性
を
発

見
し
て
安
全
に
近
付
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈滑
る
・
転
ぶ
〉

附
段
か
ら
転
落
し
て
亡
く
な
る
人
が
、

年
間
五
百
人
以
上
も
い
ま
す
。
ま
た
頭
を

打
っ
て
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、
骨
折
、
ね

ん
ざ
な
ど
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

転
落
防
止
の
た
め
に

①
手
す
り
や
柵
を
つ
け
る
。

②
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く
。

③
角
に
滑
止
め
を
付
け
る
。

鱈

(
た
ら
)

春
に
も
秋
に
も
獲
れ
る
の
で
す
が
、

何

故
か
魚
へ
ん
に
雪
で
タ
ラ
。
身
が
雪
の
よ

う
に
白
い
か
ら
と
言

い
ま
す
が
、

秋
も
深

ま
っ
て
山
々
に
雪
が
来
る
頃
、
お
い
し
い

魚
で
す
。
鱈
ち
り
で

一
杯
、
な
ん
て
嬉
し

い
頃
と
な
り
ま
し
た
ね
。

富
山
湾
で
獲
れ
る
の
は
、

マ
ダ
ラ
と
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
。
北
海
道
の
方
で
は
、

コ
マ

イ
と
い
う
種
類
も
獲
れ
る
そ
う
で

す
。鱈

は
、
大
変
利
用
範
囲
の
広
い

要工

料す

とやま旬の鴎

魚
、
従
っ
て
庶
民
的
な
、

親
し
み

の
あ
る
味
と
い
え
ま
す
。
白
味
で

淡
白
な
味
で
す
か
ら
、
新
鮮
な
も

の
は
煮
付
け
や
味
噌
沖
、

サ
シ
ミ

な
ど
に
、

保
存
用
と
し
て
干
鱈
、

な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
宮
崎
浜
の
鱈
汁
や
鱈
の

子
付
け
、

昆
布
じ
め
の
サ
シ
ミ
な
ど
が
有

名
で
す
。

卵
巣
も
美
味
、
煮
物
に
し
ま
す
が
、

ダ
ラ
の
コ
な
ら
塩
漬
や
缶
詰
に
、

ス
ケ
ト

2
0ず
0
0
〈
ゐ

2
0す
0
0
〈
ゐ
し
の
閥
E

E
Uず
日

④
照
明
を
付
け
る
。

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈溺
れ
る
・
や
け
ど
す
る〉

ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
子
供
が
浴
槽
を
の
ぞ

き
込
ん
で
落
ち
る
、
浴
槽
の
ふ
た
の
上
に

乗
っ
て
落
ち
る
と
い
う
事
故
が
多
い
よ
う

で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
浴
槽
に
鍵
を
付
け
、
入
浴
時
以
外
は
入

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
熱
く
な
る
と
変
形
し
た
り
、
柔
ら
か
く
な

る
ふ
た
は
使
用
し
な
い
。

ま
た
洗
い
場
と
段
差
の
少
な
い
埋
め
込

み
式
浴
槽
は
、
落
ち
や
す
い
の
で
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈墜
落
す
る
〉

窓
や
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
墜
落
す
る
事
故
は
、

い
す
な
ど
の
上
に
登
っ
て
い
て
バ
ラ
ン
ス

を
く
ず
す
と
い
う
ケ

l
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
供
が
身
を
乗
り
出
し
そ
う
な
窓
に
は

格
子
を
つ
け
る
。

②
窓
際
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
は
、
箱
な
ど

上
に
乗
れ
る
よ
う
な
も
の
は
置
か
な
い
。

ウ
ダ
ラ
の
コ
は
モ
ミ
ジ
コ
に
加
工
し
ま
す
。

北
九
州
で
は
辛
子
漬
に
し
て
、

明
太
子
に

し
ま
す
。
精
巣
は
新
し
い
も
の
な
ら
酢
物

や
味
噌
汁
に
し
て
、

甘
く
て
柔
ら
か
い
珍

味
と
な
り
ま
す
。

肝
臓
は
肝
油
の
原
料
と
な
り
ま
す
。

ま
り
骨
以
外
は
全
て
、

す
。鱈

は
水
深
一

利
用
で
き
る
の
で

百
灯
く
ら
い
の
比
較
的
深

い
海
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
下
あ
ご
の
ひ

げ
で
、

暗
い
海
の
中
で
エ
サ
を
深
す
と
い

い
ま
す
。

マ
ダ
ラ
は
ど
ん
欲

な
魚
で
、

何
で
も
手

あ
た
り
し
だ
い
に
食

ノ¥、

る
そ
っ

「で
タ・
ラ・そ
フの

こ
と
か
ら

と
か
、

J ク

タ・実
フ・る

食
ノ¥三

る

と
か
一一一一口
う
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

あ
な
た
も
丸
ご
と

一
地
の
併
に
、

挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ

2
0ず
0
0〈
ゐ

2
0ず
0
0
〈
ゐ

2
0
7
0
〈
ゐ
し例財閥
E

2
0ず
U

炭
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん
か

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
見
か
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

J
F。

炭
火
を
囲
ん
で
暖
を
と
り
な
が
ら
、
酒
を

く
み
交
す
・
・
・
・
・
・・・
・
本
当
に
風
情
が
あ
り
ま

し
た
。

き
て
井
波
町
に
は
、
こ
の
炭
の
良
さ
を

見
直
し
、
自
分
で
炭
焼
小
屋
を
立

て
、
山
灰
を
自
給
自
足
し
始
め
た
人

まちか§む§か§

さあ、釜出しです。

が
い
ま
す
。

鴨
野
秀
雄
さ
ん
、
井
波
町
の
関
乗
寺
公

園
の
研
修
施
設
「
閑
乗
寺
荘
L

の
管
理
人

で
す
が
、

三
十
年
程
前
ま
で
利
賀
村
に
住

み
、
炭
焼
き
仕
事
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
公
閏
の
片
す
み

つ

家三コ
電 竺二羽毛以 別 枠 三日:主二

製
ロ口
の
1修多 :号こ-_-干勺=

理

家
電
製
品
が
故
障
し
て
修
理
を
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、

「
部
品
が
な
く
な
っ
た
」
と
か
、

「
思
っ
て
い
た
よ
り
、
ず
い
ぶ
ん
高
い
修

理
代
を
請
求
さ
れ
た
」

と
い
っ
た
苦
情
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
富
山
県
電
気
商
業
組
合
で
は
、

に
土
を
固
め
て
釜
を
作
り
、
屋
根
を
か
け

て
小
さ
い
な
が
ら
も

一
人
前
の
立
派
な
炭

焼
小
屋
を
建
て
ま
し
た
。
何
か
ら
何
ま
で

身
近
に
あ
っ
た
も
の
を
活
用
し
て
い
ま
す

ま
す
か
ら
、
費
用
は

一
切
タ
ダ
。

こ
の
十
月
四
日
に
、
初
め
て
の
釜
出
し
o

H

作
品
H

を
取
り
出
す
た
め
に
釜
を
開
け

る
と
、
本
職
も
顔
負
け
の
見
事
な
炭
が
現

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
取
り
出
す
鴨
野
さ

ん
、
炭
で
汚
れ
た
そ
の
顔
は
、
ま
ん
ざ
ら

で
も
な
さ
そ
う
で
す
。

鴨
野
さ
ん
は
、
こ
の
炭
を
、
正
に
閑
乗
寺

荘
の
暖
房
用
燃
料
に
使
っ
た
り
、
川
魚
を

囲
炉
裏
で
焼
い
て
、
利
用
客
に
ふ
る
ま
っ

た
り
す
る
つ
も
り
だ
そ
う
で
す
。

「
希
望
者
に
は
、
無
料
で
釜
を
お
貸
し

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
珍
し
い
炭
焼

き
作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

」

鴨
野
き
ん
は
言
っ
て
い
ま
す
。

20  

と

こ
の

H

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
H

で
は
、
読
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す。

原
稿
の
送
り
先
は
、

干
九
一ニ
O

富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号

富
山
県
知
事
公
室
広
報
課

H

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
山
係
ま
で

消
費
生
活
条
例
に
基
づ
い
て
家
庭
用
電
気

製
品
の
修
理
等
に
関
す
る
自
主
基
準
を
設

け
、
修
理
工
料
の
目
安
表
を
庖
内
に
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
に
修
理
明
細
書

明
細
書

山
修
理
部
品
名
及
ぴ
部
品
代
、
間

修
理
工
料
、

ω出
張
料
、
川
開
運
搬
費
、

ω

修
理
部
品
調
達
費
等
、
細
か
く
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商 品 名 期間

電気冷蔵庫冷凍庫ルームエアコン 9 年

カラーテレビ白黒テレビ除湿機

ステレオ扇風機ホームビデオ
8 年

電気井戸ポンプ ホームビデオ力メ

ラ冷風扇電子レンジ

石油ストーブ(屋外排気式) 電気湯

沸器ガス温風暖房器石油温風ヒ 7 年

ーター

電気洗たく機電気掃除機食器洗

い器加湿機シ.ユーサー衣類乾

燥機 ミキサー ウインドファン

電気力一ペット ラジオ テープレ

コーダー もちつき機電気炊飯器

ズポンプレッサー ラジオ力セット 6 年

電気毛布赤外線こたつ電気あん

か電気ストーブ電気力ミソリ

電子ジャー炊飯器 石油ストーブ

ふとん乾燥機ガスストーブガス

炊飯器ガスレンジガスオーブン

電気ポット電気鉛筆けずり 電気

トースター電気こんろ アイロン
5 年

電気オーブン ガスコンロ ガステ

ーブjレ オーブントースター

補修用性能部品の保有期間



9月21日--27白
鴎秋の交通安全週間

秋の交通安全週間の期間中、県内

各地で様々な行事が実施されました。

初日早朝には、県議事堂前で県警

交通機動隊の観閲式が行われまじた。

また街頭では、パレードや安全指導

が行われ、 「シートベルト着用」や

「安全運転」をうたっえました。

9月27日
駆 りハビリ病院落成

富山市下飯野で建設が進められて

いた高志リハビリテーション病院、

高志通園センターが完成し、落成式

が行われました。 (詳しくは本文 6~

8ページをご覧ください。)

9月29日
顔立山少年自然の家開所

国立立山少年自然の家が完成しま

した。森文部大臣、中沖知事をはじ

め、関係者約 400人が出席して開所

式が行われましたが、地元雄山中学

校 3年生の塚原卯子さんが「ここで

学ぶ自然を見つめる目を大切にしま

す。」と、感謝の言葉を述べました。

この少年自然の家には 300人収容

の宿泊設備、キャンプ場、ハイキン

グコースなどがあります。昨年から

一部施設が開放されており、既に 5

万人以上が利用しています。

10月?日
~神岡鉄道スタート
国鉄神岡線が 9月末で廃止され、

新たじ官民合同の第 3セクタ一方式

による神岡鉄道(猪谷~奥飛騨温泉

口)が開業しました心

午前10時 5分、奥飛騨温泉口から

試乗してきた上松岐阜県知事と、猪

谷駅ホームで待ちうけた中沖富山県

知事とが固い握手を交わし、神岡鉄

道の開通を喜ぴました。 (詳しくは

10月号をご覧ください。)

【

10月3日
鼠社会教育大会・県民フォーラム

社会教育法制定35周年を記念して

「新世紀、豊かな富山の創造をめざ

す県民フォーラム」が、県民会館で:

聞かれました。

午前中は 4つの分科会に分かれて

発表、討論が行われ、午後は全体会

議が行われ、スポーツ、教育などの

観点からのシンポジウムなどが行わ

れました。

10月5日
寝室第 1固とやま賞

学術研究、発明、芸術文化、スポ

ーツなどの分野で、あすの富山県を

担う有為な人材の育成をめざして設

けられた「とやま賞」の初めての贈

呈式が行われました。

今年選ばれたのは、学術研究では

生理学の福田正治氏 (富山医科薬科
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大学助手)、地学の丸山茂徳氏(富山

大学助手)、発明では新しい漁法開

発の酒井光雄氏(酒井漁業グループ

代表)、芸術文化ではピアニストの

岡田博美氏、県立富山商業高等学校

吹奏楽部、スポーツでは県立八尾高

等学校漕艇部の、以上 4名 2団体。

受賞者には、それぞれ 100万円の

奨励金が贈られました。

10月6白
磁常願寺川公園開園

県立都市公園として 6番目の常願

寺川公園の第 1期工事が完了し、開

園式が行われました。(詳しくは本文

5ページをご覧ください。)

10月6日--9日
関遼寧省と議会交流

今年 5月の友好県省締結を記念し、

中国遼寧省人民大会代表団の一行が

9月16日~10月15日

企明日の富山のために

県民センター完成予想図 砂

10月8日
麗知事選挙告示

任期満了に伴う富山県知事選挙が

告示され、平田貢氏と中沖豊氏が立

候補の届け出をしました。

両氏は事務所での出陣式で第一声

県議会と交流のため来県しました。

張正徳団長以下 9名の代表団は、

県議会代表と交流会議を行ったあと

県内各地の施設を見学しました。

訪問先では、代表団は熱烈な歓迎

を受け、 4日間にわたり友好と親善

を深めて帰国しました。

を放ったあと県内各地を回って支持

を訴えました。

10月9日
寝起スポーツ日本ーを目指して

奈良県で聞かれる第39回国民体育

大会に参加する県選手団の結団壮行

式が県庁大ホールで行われました。

ワインレッドとクリーム色の富山

県のユニフォームを着た約 400人の

選手たちは、 12日からの競技にむけ

て健闘を誓いました。

10月12日
鼠21世紀にむけての

花と緑の創造を

1'84西日本緑化推進シンポジ、ウム」

が、県農業会館 8階ホールで聞かれ

ました。

緑は恵みの源泉であり、明日への

活力を養う基盤です。記念講演、事

例研究、 パネルデイスカッシ ョン等

が行われ、積極的な花と緑の創造を

展開する方策が検討されました。

10月15E3
~県民セ ン タ ー起工式

富山県民センター (仮称)の起工
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式が高岡市富山大学工学部運動場跡

地で行われました。当センターは、

鉄筋コンクリート造り地上 4階、地

下 1階延べ 7，999平方fz、61年10月

にオープンの予定で、完成後は県西

部における社会教育活動・文化の拠

点となります。

~鳥獣保護セ ンターオーフン
婦中町県自然博物園ねいの里に鳥

獣保護センターが開設されました。

野生の鳥獣保護普及のため、負傷し

たり、親とはぐれた鳥獣の救護や鳥

獣に関する調査を行うところです。

テープカットのあと、音川保育園

児たちが保護されていたキジ三羽を

放鳥して、野生の鳥獣保護を訴えま

した。



(4)新川会場 11 月 24 日 ~25 日 滑JlIショッピングセンタ一

時間は、いずれも午前10時から午後 5時までです。

現代日本美術の展望
ーク.ラフィック・アート&デザインー

11月1日.......12月16日

版画とポスターの領域から活躍中の50人の

作家の近作を集めて、現代美術の多様な動き

を紹介します。

近代美術館から

.“あとで"より“いま"が大切、火の始末

これからの季節は、家庭でも火

を使うことが多くなります。大切

な命や財産を火災から守るために

日頃から火災予防を心がけましょ

っ。
11月26日から1週間は、秋季全

国火災予防運動です。あなたの町

でも消火訓練や研修会が聞かれま

す。すすんで参加して地域ぐるみ

の防火安全体制を確立しましょ

っ。

で
す
か
。
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月日曜 1易 所 B寺 間 月8B書 I嘉 所 時間

11/H本)氷見市役所前 1 0 :OO~ 15 :30 1究土i富山駅前 10:00~ 16:00 
ヨ土)婦中町古里支所前 1 0 :OO~ 15 :30 1究土j 富山西武前 1 0 :OO~ 16 :00 
ま土)滑ピ川ン市グエセーンルターシ前ョッ 10 : OO~ 15: 30 1'X土}地欽桜井駅前 10 00~15:30 

3佳)山田村立山田小学校前 1 0 : OO~ 15 :30 1&8) 福野町旅川会館前 1 0 :OO~ 15 :30 
4(日) 細入村立楠原小学校前 1O : 00~15 :30 18(8) 冨山市中央通り前 10:00~ 16 :00 

aω 婦中町役場前 1 0 : OO~ 15 :30 2民ゆ 上市町婦人の家前 1 0 :OO~ 12:00 
判事)魚津市役所前 10:00~ 15:30 2似3上市町中央公民館前 13:00~ 15 :30 
a本)入善町役場前 1 0 : OO~ 15 :30 23(金)富山西武前 10:00~ 16 :00 

1α士)富山駅前 1 0 :00~16 :00 24t土j冨山駅前 10 : OO~ 16 :00 

1α土)高岡駅前 10:00~15:30 24t土)高岡駅前 1 0 : OO~ 15 :30 

1α土)校小矢前部市立;軍沢小学 1 0 :OO~ 15 :30 251:81 高岡駅前 10:00~ 15:30 

lH日)富山西武前 1 0 : OO~ 16 :00 251:81 富山市鱒川支所前 10:00~15:30 

151:.別 砺波市役所前 10:00~ 15:30 

11月街頭献血日程

シリーズ

.富山県考古資料展開催

富山県内で近年発掘された、先土器時代から中世までの考古資料

を展示する富山県考古資料展を開催します。

郷土の先人をしのぴ、県の歴史と文化に親しむ機会として、是非

ご参観ください。

(1旧 時 11月23日(金)から12月 2円(日)まで、午前10時~午後 5時

(2)場所新湊市中央文化会館 l階展示室

(3)入場料無料

詳しくは富山県埋蔵文化財センター (ft0764(34) 2814) までお問

い合わせください。

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県

.大蔵省北陸財務局富山財務事務所の発足

大蔵省の機構改革により、 10月 1日から「富山財務剖IJが「富山

財務事務所」として発足しました。今回の改革により、これまでの

事務について見直しが行われ、 一部北陸財務局に移ったものがあり

ますが、f'lil有財産の売払Xは貸付の事務、金融機関の監幹事務、資

金運刷部資金の融資など、県民に身近な事務は引続き新しい富山財

務事務所で行っております。

なお、所在地、電話番号の変更はありません。

所在地 干930富山市丸の内1-5-13

電話 0764(32) 5521 
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蜜 富山市新総曲輪1-7(県庁内)

内密富山31-.-24111間
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高岡21 .~9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)

宮魚、樟24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
宮砺波33-5151

談

高岡地方県民相談室

'魚津地方県民相談室

民，相

.r青年の翼」報告展

第14回富山県青年海外派遣ー舟支部門 (マ レー シア、オーストラリ

ア)と農業部門(アメリカ合衆国、カナダ)の成果を反示します。

皆さんのご来場をお待ちします。

(1)富山会場 11 月 3U ~ 4U 富山県民会館B展不場

(2)高同会場 11 月 10 日 ~ ll 日 高岡ミズの街

(3)砺波会場j 11月17R ~ 18日 小矢部市総合会飴

砺波地方県民相談室

***********県広報はあなたと県を結ぶパイプ役川村川村川女
合 *

貧 富山県では、この「県広報とやま」のほかテレビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹 * 
* : 介や暮しの情報を提供しています。 合

* <テレビ広報> <新聞広報> * 
女 K N B rこんにちは富山県で、すJ 0北日本、富山、読売、北陸中円 * 
女 毎週日曜日午前 8 時~ 8 時30分 毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」 : 

* 富山テレビ rll0万人のひろば 毎月最終土曜 I_:Irみんなの県政」 女

* 一一一クイズ/フォーカスイン J 0朝日、毎円 * 
: 毎週日曜日午前 9 時~ 9 時30分 毎月第 2、最終土曜日「県からのお知らせ」 貴

賓合唱h女宵宮島女*貴女合*宮島********女官島ヲIt****宮島女******禽脅*貧宵宮島脅ヲIt****食安食
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県民技能ライブラリー開設中

ビデオを使って新しい技術が学べます。

技術革新、産業構造等ーの変化に対応して、

高度な技能、新しい知識を導入しています。

県立富山高等技能学校にあります。

利用時間は、月曜から金曜は9時から18時
まで、土曜は9時から12時まで。

申し込み、問い合わせは富山高等技能学校

(宮0764(51)3504)まで。

富山県職業訓練展
11月9自治:)-10日(:t)
県民会館B展示場

県内各職業訓練校を紹介します。

訓練生の作品の展示即売もいたします。

作品は、木工製品、板金製品、塗物、洋服、

木彫、金属加工製品など、たくさんありま

す。

皆様のおこしをお待ちしています。

.県広報とやま 昭和59年11月号瓜190 7，000部 .企画発行富山県知事公室広報課富山市新総曲輪1の7ft31-3131(県民電話)〒930 ・印刷(樹チューエツ


